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大阪樟蔭女子大学 シラバス作成ガイドライン 
平成 31（2019）年 1月 17日 教務委員会制定 

 

１．シラバス作成の基本方針 

（１）以下の目的のためにシラバスを作成する。 

〇授業選択ガイドとして、学生が自分の興味、関心、学修計画に沿った科目を選択できる 

〇あらかじめ、授業内容、方法、評価について教員、学生が相互に確認できる 

〇教員、学生が学修効果を高める資料として活用する 

〇教員が授業設計の資料として活用する 

〇教員間での情報共有を可能とし、授業改善・カリキュラム改善のサイクルに活用する 

〇認証評価を始め、対外的に教育の質保証を証明する際の資料とする 

（２）上記の目的を達成するため、シラバス作成にあたっては以下の点を重視する。 

〇学生の視点に立ち、分かりやすい記述をする 

〇学生が学修計画を立てやすいよう具体的な記述をする 

〇カリキュラム全体の中での位置づけ、到達目標の実現を意識する 

〇学修成果の評価に関する基準・方法を明確に示す 

 

 

２．シラバスの記載項目 

①授業科目の基本情報（科目名、単位数、授業コード、開期、講時、配当、担当教員名） 

②授業の到達目標 

③授業の概要（教員の実務経験と授業への活用） 

④準備学習 

⑤テキスト 

⑥参考書 

⑦学生に対する評価 

⑧課題に対するフィードバックの方法 

⑨講義計画（回数、授業計画、予習、復習） 

⑩アクティブ・ラーニングの授業方法 

⑪ディプロマポリシーとの関係 

⑫授業科目の位置づけ・レベルを表す記号 

⑬授業方法について 

⑭学生への要望 

⑮担当者への連絡方法 

 

 

３．各項目の記載について 

②授業の到達目標 

 ・本学では、カリキュラムマップを通じて、学生に身につけさせる資質・能力を

明らかにし、学生が段階的な履修の方法や各科目の到達目標を明確に理解でき

るようにしている。そのため、各授業科目がカリキュラムの体系に明確に位置

づけられており、各授業科目の「到達目標」が、大目標・中目標に沿ったもの

であること、到達点が明確であり評価可能であることが重要である。 

そこで、以下の点に注意して記述する。 

〇各授業科目の上位の「到達目標 1」「到達目標 2」を踏まえ、これらの目標が

各授業科目で展開するよう目標を設定する 

〇到達点を箇条書きにする 

〇「～ができる。」「～が使える。」「～を表現できる。」など、学生の視点に立

った表現にする 

〇学生が自己評価できるような具体的で明確な表現にする 

〇達成すべき到達目標の水準については「成績評価基準」に合わせて設定する 
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※補足➊※ 

カリキュラムマップに基づき到達目標を設定いただくことは変わりませんが、2019 年度より

成績評価基準を到達目標と関連させていますので、到達目標の設定にあたっては、成績評価基

準（表 1）をご参照の上お願いいたします。 

 

表 1 成績評価基準（2019年度より） 

到達

目標 
素点 

グレー

ド 
基準／「到達目標を～」 備考 

 90-100 S 
到達目標を超えて 

優れた成績を修めている 
 

◎ 80-89 A 十分に達成している 
※到達目標はこの水準を満たすもの

として設定 

 70-79 B 概ね達成している  

 60-69 C 最低限達成している 
※単位を与える最低基準を満たして

いることを示す 

 0-59 D 達成していない  

 合格 P 達成している  

 不合格 F 達成していない  

 

 

 

※補足➌※ 

到達目標の記載例 

------ 

○講義科目の例（「英語学概論 A」） 

 

 

 

 

 

------ 

〇演習科目の例（「心理統計の応用」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※補足➋※ 

・「カリキュラムマップ」は、以下画面でご確認いただけます。 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/teachers/ または、 

大学ホームページ→教職員の方へ（画面下部「訪問者別メニュー」にリンクがあります。） 

→「シラバス作成に関する参照資料」 

・カリキュラムマップの見かた、カリキュラムマップを踏まえた目標設定の方法・設定例につ

いてはこの資料の 9ページに記載しましたので、ご参照ください。 

英語・または言語一般に関して基本的なことがらを理解するために、以下の３つの目標達成を

目指す。 

・人間言語の特徴、英語の歴史や成り立ち、現代の「国際英語」について理解できる。 

・英語の音のしくみ（音声学、音韻論）の基礎が理解できる。 

・単語の成り立ち（形態論）の基礎が理解できる。 

心理学はデータに支えられた学問である。人間を対象として集めたデータから客観的な情報を

引き出すためには種々の統計的手法が必要となる。この授業では心理学に必要な種々の統計

的手法、特に種々の検定を用いる推測統計の学習と、コンピュータを用いたデータ解析作業の

習得を目標とする。具体的には以下の到達目標を設定する。 

・推測統計の考え方について理解できる。 

・心理学研究における検定の意義を理解できる。 

・χ自乗検定、t検定、一要因分散分析について理解し、実施できる。 



3 

 

③授業の概要 

 ・授業の全体が把握できるよう、具体的に記述する 

 

・当該授業科目に関連した実務経験を有する教員が、その実務経験を授業に活かし

つつ実践的教育を行なっている場合、その実務経験と授業への活用について記載す

る（実務経験のある教員による授業科目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④準備学習 

 ・各授業の時間外に取り組むべき内容（予習や復習など）について、できる限り具

体的に記述する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤テキスト 

 ・使用する場合は記載する 

 

 

⑥参考書 

 ・使用する場合は記載する 

 

 

⑦学生に対する評価 

 ・学生に対して単位を付与する際に、どのような観点によって成績をつけ、単位

を付与するのかを具体的な評価の割合とともに示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

※補足※ 

準備学習の記載例 

記述例① 授業の中で数回の小テストを実施するので、毎回の講義が終わる度に復習を行い、授

業で紹介した参考図書を利用するなどして理解を深めること。また事前に資料を配付することが

あるが、これについては授業までに目を通しておくこと。 

記述例② 消費者としての自分自身のあり方を振り返り、その心理や行動についての素朴な疑問

（なぜ消費者はこんな商品に惹かれるのか？なぜ消費者はこんなときにこんな行動をとってしま

うのか？）をつねに持ちながら授業に臨んで欲しい。このような疑問を思いつく限りメモ書きにし

ておくこと。 

記述例③ 本科目については、企業経営に関する基本的な知識が必要である。経営学に関する

入門書を自ら選んで熟読をしたうえで、概念の整理をしておくこと。また最近の企業経営の動

向に関する新聞記事やニュースにはつねに注意をしておくこと。 

 

※補足※  

昨年度のシラバスにて＜★実務経験のある教員による授業科目＞として記載いただいており

ます科目については、今年度も記載をお願いいたします。また、今年度より実務経験を授業に

活かしつつ実践的教育を行っている場合、その実務経験と授業への活用について記載をお願い

します。 

＜記述例＞ 

大手通信会社で情報インフラの開発に携わった経験を活かし、この授業では、情報とはなにか、人間

社会にいかにかかわり合うかを、情報の概念、情報のデジタル化とコンピュータ処理、インターネット

の進展、著作権とプライバシー、高度情報化社会とセキュリティ等より学生に考察させる実践的な教

育を行なう。 
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⑧課題に対するフィードバックの方法 

 ・学生に課す課題（試験、レポート、その他提出物等）に対するフィードバックの

方法を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨講義計画（回数、授業計画、予習、復習） 

 ・各授業の時間外に取り組むべき内容について、授業回ごとに「授業前（予習）」

「授業後（復習）」のそれぞれを、要する標準的な時間も含めて、科目の特性に

応じて記述する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※補足※ 

厳格な成績評価の観点から、成績評価方法の明確化が必要となります。 

学生に公平に周知させるためにも、具体的にご記入いただきますようお願いいたします。 

------ 

学生に対する評価の記載例 

○講義科目の例 

 

 

 

 

 

〇演習・実習科目の例 

 

 

 

------ 

※これまで、授業への参加の意欲を評価する要素として「出席点」を挙げていただくことがご

ざいましたが、文科省等より『単に出席したことを評価の対象とすることは適切でない』と指

導を受けております。授業への参加の意欲を評価する要素としては「出席点」以外の表現（例

えば「授業への参加」「授業内での発表」等）をご使用ください。 

※補足※ 

課題に対するフィードバックの方法の記載例 

↓記載例↓ 

回数 授業計画 予習 復習 

7 読む力③要約 要約の方法について

学び借り出した図書、提示した文章を

字数内にまとめる。 

参考プリントを読んで

内容をまとめる 

（50分） 

提示された要約課題

に取り組む 

（40分） 

10 書く力③レポートの作成 複数課題

からテーマを選択し、資料の収集・整

理の後レポートを作成する。 

テキスト p48～55を読

んで内容をまとめる 

（50分） 

レポートを仕上げる 

（120分） 

※なお、本学学則では授業時間と授業時間外の学修（準備学習）を、以下の時間数を標準とすること

としています。 

半期 15回の講義科目 授業 30時間 準備学習 60時間 

半期 15回の演習科目 授業 30時間 準備学習 15時間 

半期 15回の実験・実習科目 授業 30時間 準備学習 15時間 

 

 

 

 

※補足※ 

課題に対するフィードバックの方法の記載例 

 

 

 

△△の分析のための収集、調査、解析などプロセスの習得が重要であるため、課題提出、授業

への参加度を中心に評価する。 

 課題・提出物（70％）、授業での発表への参加（30％） 

筆記試験、レポートにて、○○に関する理解度、知識の定着度をみる。 

筆記試験（60％）、レポート（15％） 

授業に対する意欲は以下の基準にて評価する。 

授業での発表･ディスカッションへの参加（25％） 

・manaba での課題提出についてはコメント機能でメッセージを入れます。 

・理解度確認テストを回収後、解答の解説を行います。 

・レポートにはコメントを入れて返却します。 

 



5 

 

⑩アクティブ・ラーニングの授業方法 

 ・アクティブ・ラーニングの手法（以下に示すア～オ）の要素を含む授業を実施

する場合は該当の欄に「〇」を付す 
ア 協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型学習 

イ ディスカッション、ディベート 

ウ グループワーク 

エ プレゼンテーション 

オ 実習、フィールドワーク 

 

 

 
 

 

 

 

 

⑪ディプロマポリシーとの関係、⑫授業科目の位置づけ・レベルを表す記号 

 ・当該科目がディプロマポリシーのどれと結びついているのか、カリキュラムの中

での位置付けやレベルを記号で示す 

 

 

 

 

 

 

⑬授業方法について 

 ・授業方法で特に事前に示しておく方が良いと思われるものがあれば記載（ICTの

活用、特定の教材・システムの利用、学生同士のディスカッションを適宜取り入

れる、等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭学生への要望 

 ・受講に際して学生に希望することや、あらかじめ有していることが望ましい 

知識、学修等があれば示す 

・人数制限を実施する場合はここで示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※補足※ 

15 回の授業のうち 1回でも実施するなら「〇」をつけてください。 

複数項目につけていただいてかまいません。 

また、実施されない場合は「-」を選択してください。 

 

※補足※ 

各授業科目のディプロマポリシー（ＤＰ）との関係、位置付け・レベル表示については、ご所

属の学科等より連絡申し上げますので、その内容をご記入ください。 

ただし、科目によっては該当がないものもあります（資格関係科目など）。 

 

※補足➋※ 

授業方法についての記載例 

 

 

 

・パワーポイントを使って授業をすすめる。 

・講義を主とするが、授業の展開の中で学生同士のディスカッションを取り入れる場合がある。 

・授業中に配布するレジュメを中心にすすめる、またビデオを適宜使用する。 

※補足※ 

学生への要望の記載例 

 

 

 

 

 

 

注意！！※人数制限を実施される場合は、必ずこの欄にご記入ください。 

・人数制限（120名）を行うので、必ず初回の授業に出席すること。（※） 

・授業には真摯に取り組むこと。私語、飲食など他の受講者への迷惑になり授業の雰囲気をそこ

なう行為に対しては厳重に注意する。 

・テキストおよび配布した資料を毎回の授業にかならず持参すること。 

・受け身で授業にのぞむのではなく、問題の中に自分自身がいるという当事者の自覚をもち、問

題解決に積極的に関わる姿勢で受講すること。 

※補足➊※ 

ICT（例：manaba、elsat、weblio など）を授業内で利用されている場合は、「授業方法」に

『ICT（manaba）を利用します』のように明記してください。 

ただし、出席を取るためだけにmanaba を使用されている場合は、記載いただく必要はござい

ません。 



6 

 

⑮担当者への連絡方法 

 ・質問等の受付け方法、オフィスアワーの曜時等を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※補足※ 

担当者への連絡方法の記載例 

 

 

 

注意！！ 個人の住所、電話番号、Ｅメールアドレスは記載しないでください。 

・質問などがある場合には○○研究室（翔空館△階）に出向くこと（毎週火曜日 5 講時はオフィス

アワーなので在室）。 

・質問は E メールでも受け付ける。アドレスは授業の初回で指示する。 
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（本学 2022年度シラバスのイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～（略）～ 

～（略）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

～（略）～ 

 

 

～（略）～  
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～（略）～
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■■■■ カリキュラムマップを踏まえた「目標設定」について 
カリキュラムマップを参照のうえ、各授業科目の上位の「到達目標 1」「到達目標 2」を踏まえ、上

位目標が各授業科目で展開するよう目標を設定してください。 
 

（１）カリキュラムマップの見かた 
・学則年度・学科・専攻・コースごとに作成しています。 

・「組織のミッション（＝人材養成）」を達成するために必要な教育内容を「到達目標 1」「到達

目標 2」で整理しています。 

・「到達目標 1」「到達目標 2」で整理したそれぞれの教育内容に対応する科目を一覧にしていま

す。 

・複数の到達目標にひとつの科目が対応する場合があります。その場合は、上から見て 2回目

に表示される科目名を（  ）で囲み、「再掲」であることを示しています。 

・表の右半分では、科目を配当学年・開期にあわせて表示し、履修順が明確になるようにしてい

ます。 

 

（２）「到達目標 1」「到達目標 2」と、各授業科目の目標設定のイメージ 
「到達目標 1」「到達目標 2」を踏まえ、上位目標が各授業科目で展開するよう目標を設定して

いただきます。 

 

（例） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


